
質問に対する回答書 

（見積に関する質問に対する回答） 

 
工事等番号  平成２９年度下建公補継第１号 
工事等件名  天神ポンプ場（下部土木）築造工事  

 
上記案件に係る質問に対して、下記のとおり回答します。 
設計図書等のペー

ジ箇所 質 問 内 容 回  答 

 
Ｐ８ 

 
現場内に事務所を設置する事は

できますか。 

 
現場内に現場事務所を設置すること

は可能です。 

 
Ｐ１４ 
 
 
 
 
 

 
残土処分 2,720m3、3,850m3 の運

搬距離は11.7km、3,610m3は 5.5km

と考えてよいでしょうか。 

 
貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 
残土処理工（１）～（２）のお

ける残土処理場所をご教授くださ

い。 
残土処理工（３）の仮置き土は

市単独工事で積込、運搬が含まれ

ていますが、運搬先と何に利用す

るのかご教授下さい。 

 
残土処理（１）、（２）ともに同一場

所で白銀環境清掃センター跡地を予定

しています。 
Ｐ４０４の場所にある土砂を本体作

業土工の埋戻土として利用し、残土処

理工（３）をＰ４０４の土地へ運搬す

ることを予定しています。 

 
Ｐ４１４ 

 
残土処理先について、どこを想

定されているかご教授願います。

 
白銀環境清掃センター跡地を予定し

ています。 

 
Ｐ２８ 

 
埋戻し土の仮置きの項目があり

ませんが、埋戻し土は掘削箇所に

置けるものと考えてよいでしょう

か。また、残土処理 170m3 の運搬

距離は 11.7km と考えてよいでし

ょうか。 
 

 
埋戻し土は掘削箇所に置くものとし

ています。残土処理（４）170m3 の運

搬距離は 8.0km としています。 

 
Ｐ３８ 

 
 土砂等運搬について 
 DID 区間の有無と運搬距離を

ご教授願います。 

 
Ｐ３８土砂等運搬については三重県

が制定している積算基準に基づき積算

し、運搬距離は 5.5km としています。



  
 鋼矢板打設における工法で、WJ

併用バイブロハンマーで施工困難

な場合は、設計変更の協議対象と

なるのでしょうかご教授願いま

す。 

 
当初設計で見込んでいる現場条件と

異なり、鋼矢板打設が困難である場合

は、設計変更の協議の対象とします。

 
Ｐ１５ 
 
 

 
土留・仮締切工の W.J 併用ﾊﾞｲﾌﾞ

ﾛﾊﾝﾏ矢板打込工において、ﾊﾞｲﾌﾞﾛ

ﾊﾝﾏは電動式と考えてよいでしょ

うか。それとも油圧式でしょうか。

 
市街地に隣接するため、環境対策を

考慮した選定としています。 

 
土留・仮締切工の電動（油圧）

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ矢板引抜工において、ﾊﾞ

ｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏは電動式と考えてよいで

しょうか。それとも油圧式でしょ

うか。 

 
市街地に隣接するため、環境対策を

考慮した選定としています。 

 
鋼矢板436枚のうち30枚が残置

となっています。これは、鉄塔へ

の影響を考慮し、近接する部分を

残置としているのでしょうか。 

 
貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 
Ｐ１７ 

 
中間杭の生材は、良いとして、

多段にわたって、支保工が設置さ

れるため、損料扱いとならず、ス

クラップ計上となりますが、設計

変更の協議対象となるのかご教授

願います。 
 

 
施工上で、中間杭の切断の必要が明

らかな場合には設計変更の協議の対象

とします。 

 
Ｐ１８ 

 
 無筋 Con 塊の処理施設は、どこ

の処理場を想定されているかご教

授願います。 

 
処理施設は、運搬距離・処分費を総

合的に比較し、最安価の施設を選定し

ています。 

 
Ｐ４１４ 

  
無筋コンクリートの処分場所を

ご教示下さい。 

 
処理施設は、運搬距離・処分費を総

合的に比較し、最安価の施設を選定し

ています。 
 
Ｐ２０ 

 
 生コンの配合に伴い、24-12-25

W/C=55%の水セメント比を確保す

るために、27N にランクアップし

た場合、設計変更対象の協議事項

になるのかご教授願います。 
 

 
 水セメント比の上限値の規定に伴い

呼び強度を変更する場合は設計変更の

対象としません。 



 
Ｐ２２ 
 

 
 躯体工において、足場工の数量

が不明です。見積に必要なので、

積算に計上している数量をご提示

願います。 
 

 
施工上必要となる数量を計上してい

ます。 

 
 躯体工において、支保工の数量

が不明です。見積に必要なので、

積算に計上している数量をご提示

願います。 

 
施工上必要となる数量を計上してい

ます。 

 
Ｐ３２ 
Ｐ３３ 
 
 

 
函渠工において、足場工の数量

が不明です。見積に必要なので、

積算に計上している数量をご提示

願います。 
 

 
施工上必要となる数量を計上してい

ます。 

 
 函渠工において、支保工の数量

が不明です。見積に必要なので、

積算に計上している数量をご提示

願います。 

 
施工上必要となる数量を計上してい

ます。 

 
Ｐ２３ 

 
 躯体の止水板として、塩ビ製の

FF150 となっています。受注後の

協議で変更可能でしょうかご教授

願います。 

 
塩ビ製の FF150 を標準としておりま

す。同等以上の機能を有する止水板の

提案は施工承諾の協議対象とします

が、設計変更の対象としません。 
 

 
Ｐ２５ 
 

 
 角落しの受枠だけは、計上され

ています。角落しは別途と考えて

よいのかご教授願います。 

 
貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 
Ｐ３２ 

 
 モルタルの金こて仕上げに伴

う、モルタルの配合についてご教

授願います。 

 
モルタルの配合は１：２としていま

す。 

 
Ｐ３４ 
Ｐ１５３ 

 
 フラップゲート第 0040 号単価

表について 

 フラップゲート材料費とフラッ

プゲート運搬は、製作費として経

費計算対象額除外と考え、共通仮

設費率の金額を計算をすれば良い

のですか。ご教授願います。 

 
三重県が制定している積算基準に基

づき、積算しています。 
また、設計単価については見積りを

参考として積算しています。 



 また、フラップゲート（B1800

×H1500 ステンレス製）とフラッ

プゲート運搬の設計単価をご教授

願います。 

 
 
Ｐ３５ 

 
 重建設機械分解組立輸送（往復）

第 0069・0070 号施工単価表につい

て、明細書運搬費 各輸送回数が

記載されていないので、ご教授願

います。 
 また、重機の機種・規格もご教

授願います。 

 
掘削工及び土留・仮締切工で使用す

る機械としており、工期内に工事が完

成できる機械台数(輸送回数)としてい

ます。 

 
Ｐ９３ 

 
重建設機械分解組立輸送（往復）

の対象機械及び回数をご教示下さ

い。 

 
掘削工で使用する機械としており、

工期内に工事が完成できる機械台数

(輸送回数)としています。 

 
Ｐ９４ 

 
重建設機械分解組立輸送（往復）

の対象機械及び回数をご教示下さ

い。 

 
土留・仮締切工で使用する機械とし

ており、工期内に工事が完成できる機

械台数(輸送回数)としています。 

 
Ｐ３５ 

 
各仮設材等運搬費の運搬距離を

ご教示下さい。 

 
津市役所本庁舎を基地として、積算

しています。 

 
Ｐ３７ 
 
 

 
 スーパーウエルポイント効果確

認試験はどのようなものかご教授

願います。 
 

 
予備揚水試験(1 日)、連続揚水試験

(3 日)、水位回復試験(1 日)を標準と

し、揚水量測定はノッチタンクの三角

堰により計測し、地下水位測定は電極

式水位測定器により手計を基本として

います。 

 
 揚水試験費について、想定して

いる試験回数をご教授願います。

 
スーパーウェルポイント工法協会の

積算資料を参考として施工上必要とさ

れる回数を計上しています。 

 
Ｐ１５５～ 
Ｐ１５７ 

 
 各運搬工のﾄﾗｯｸの供用日数、燃

料をご教示下さい。 

 
スーパーウェルポイント工法協会の

積算資料を参考として積算していま

す。 



 
Ｐ１５９ 

 
 機械組立解体工の歩掛及び消耗

材料費をご教示下さい。 

 
スーパーウェルポイント工法協会の

積算資料を参考として積算していま

す。 

 
Ｐ１６０ 

 
 機械移設工の歩掛及び消耗材料

費をご教示下さい。 

 
スーパーウェルポイント工法協会の

積算資料を参考として積算していま

す。 

 
Ｐ１６１ 

 
 揚水試験費の歩掛及び消耗材料

費、試験解析費をご教示下さい。

 
スーパーウェルポイント工法協会の

積算資料を参考として積算していま

す。 

 
Ｐ３７ 
 

 
 積算上の電力基本料金をご教示

下さい。 

 
三重県が制定している積算基準に基

づき、地下水低下工の施工上必要とな

る電力基本料金を計上しています。 
なお、最大契約電力は設計書 P179 及

び P399 に記載したとおりです。 
 

 
 電力基本料金について、低圧電

力の常時・臨時のどちらを想定し

ているか。また、使用期間と、月

あたり使用料をご教示願います。

 
三重県が制定している積算基準に基

づき、地下水低下工の施工上必要とさ

れる期間の電力基本料金を計上してい

ます。 
 

 
Ｐ３７ 

 
 安定処理室内配合試験の具体的

試験方法をご教示下さい。 

 
コーン指数試験で３配合（９モール

ド）としています。 

 
Ｐ３９ 

 
 簡易支持力測定試験の具体的試

験方法をご教示下さい。 

 
キャスポルによる試験としていま

す。 

 
Ｐ３８ 

 
市単独工事の交通管理工におい

て、交通誘導警備員の数量が不明

です。見積に必要なので、積算に

計上している数量をご提示願いま

す。また、交替要員の有無につい

ても、ご教示願います。 
 

 
設計書 P402 及び P405 に記載したと

おり計上しています。 
また、交通誘導員は実働８時間で計

上しています。 

 
Ｐ９２  

 
交通誘導員 B は、交替要員なし

と考えてよいでしょうか。 

 
交通誘導員は実働８時間で計上して

います。 



 
Ｐ４０５ 
Ｐ４０７ 

 
交通管理工の交通誘導警備員

が、配置人数１人で資材等搬入出

時に 124.6 人となっています。現

場出入口に面した道路の交通量は

多く、警察等との協議により配置

の条件が変わった場合は設計変更

の対象と考え、入札時の見積はこ

の数量で考えてよいでしょうか。

 

 
貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 
Ｐ１９３ 

 
地盤改良工に伴う配合セメント

量、0.11t/m3 は配合試験により設

計変更対象となるかご教授願いま

す。 
 

 
配合試験の結果、配合量に増減があ

った場合は設計変更の対象とします。

 
Ｐ４０８ 

 
地下埋設物等の試掘調査が必要

と判断された場合、その費用は設

計変更の対象と考えてよいでしょ

うか。 
 

 
貴見のとおり解して差し支えありま

せん。 

 
Ｐ４１３ 

 
井戸調査が必要と判断された場

合、その費用は設計変更の対象と

考えてよいでしょうか。 

 
調査内容によることから監督員との

協議によるものとします。 

  
河川敷地内等の工事で、施工時

期に制約があるのでしょうか。 

 
河川敷地内に関連する施工時期の制

約は現時点では無いと考えています。

なお、P413 記載の中部電力株式会社

の送電線鉄塔改造工事による工程調整

は必要となります。 
 

 
図面 
７／１２０ 
８／１２０ 
 

 

 1F において、図面上、誘発目地

位置の表示はありますが、設計書

にありませんが、設計変更の協議

対象でしょうか。また地下部にお

いても、コンクリート標準示方書

により温度応力解析を実施し、ひ

び割れ対策として、誘発目地が必

要となってくることが想定されま

すが、設計変更の協議対象でしょ

うか。 

 

 

図面7/120,8/120の1F部誘発目地位

置については別途工事の建築工事の範

囲となります。 

また、本工事の地下部のひび割れ対

策については、受注者が行う温度応力

解析の結果、施工時での対応だけでは、

有害なひび割れが発生し、誘発目地に

よる対策が明らかに必要となる場合に

は、設計変更の協議の対象とします。

 



 
上記の場合、地下部において、

誘発目地が必要になった場合は、

外からの防水も必要と考えられま

すが、設計変更の協議対象でしょ

うか。 
 

 
誘発目地の構造によることから監督

員との協議によるものとします。 

 
 地上部において、コンクリート

打ちっぱなしの設計となっていま

すが、雨等によりコンクリートの

汚れや劣化が進みます。必要と判

断される場合は、設計変更の協議

対象と考えてよろしいでしょう

か。 
 

 
地上部で実施する壁面塗装などの仕

上げは、別途工事の建築工事での施工

となります。 
 

 
図面 
３／１２０ 
２７／１２０ 

 
 1SL の箱抜きは、土木工事にな

っている、1SL の箱抜きについて、

設計に未計上と思われますが、設

計変更の協議対象でしょうかご教

授願います。 
 

 
容量、面積等の数量が僅少なものに

ついては、計上しておりません。 
大幅な数量の増減が生じた場合は設計

変更の対象とします。 

 
図面 
９４／ 
１２０～ 
９６／ 
１２０ 

 
底版コンクリートの上面付近ま

で流用土による埋戻しが終わった

時点で、２段目の切梁・腹起しが

撤去可能と考えてよいでしょう

か。 
 

 
当初設計での仮設工計算としては、

貴見のとおり解して差し支えありませ

ん。 
 

 
図面 
１１６／ 
１２０ 
 

 
樋門本体施工時、オープン掘削

の設計ですが、床掘が困難な場合

は、補助工法が必要となると考え

られますが、設計変更の協議対象

となるのでしょうかご教授願いま

す。 
 

 
オープン掘削の施工が困難であるこ

とが明らかな場合は、設計変更の協議

の対象とします。 

  
 単価適用年月日、歩掛年度、経

費区分年度、諸経費工種をご教示

下さい。 

 
単価適用年月日、歩掛年度、経費区

分年度は、三重県が制定している設計

単価表及び積算基準を利用しており、

設計時点における最新のものを使用し

ています。 
諸経費工種は、工事内容により主た

る工種の該当する工種区分を選定して

います。 
 



 
 この工事に適用する工種区分

は、「下水道工事（３）」と考えれ

ば、よろしいでしょうかご教授願

います。 

 
工事内容により主たる工種の該当す

る工種区分を選定しています。 
 

 
 共通仮設費率分、現場管理費の

施工地域特性区分は「補正なし（地

方部 一般交通等の影響を受けな

い）」と考えれば、よろしいでしょ

うかご教授願います。 
 

 
三重県が制定している積算基準に基

づき、積算しています。 

 
 現場環境改善費（旧イメージア

ップ費）は、計上しないと考えれ

ば、よろしいでしょうかご教授願

います。 

 
三重県が制定している積算基準に基

づき、積算しています。 
なお、設計時点における最新の基準

を使用しています。 

 
最低制限価格の見直しについて 
必要と認められる場合は、工事及

び業務の技術上の難易その他の条

件を考慮して、増減調整できるも

のとしますと記載していますが、

どんな時に増減調整をされるので

しょうか。また、増減調整される

としたら、どの程度されるのでし

ょうかご教授願います。 
 

 
増減調整の内容については、適正な

競争を阻害するおそれがあることから

非公表としています。 

 
 
 
 
 


